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広瀬学園中学校区 校番 84 138 福山市立広瀬学園小・中学校 
   

 最終更新日 2024年（令和 6年）4月 1日 

 
ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

広瀬地域から通学する児童生徒の

他に，学校に隣接する児童養護施設

や他の校区から通学する児童生徒が

増加している。また，通常学級に在

籍する発達障がいのある児童生徒の

数が増加している。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
「基礎的な知識・技能」「課題発見・解決能力」「コミュニケーション能力」 

 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

「自立」夢や目標に向かって見通しをもちねばり強く行動できる姿 

「共生」友達の良さを認め課題解決にむけて共に取り組む姿 

中学校区として 
統一した取組等 

小中合同行事を効果的に仕組み，異年齢交流や大人数での活動を行い，児童生徒の

「やればできる」「やってよかった」と感じる体験を積ませ，自己肯定感を高める。 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

様々な背景をもった児童生徒や不登校傾向，大人数の集団に馴染めない等か

ら，小人数の環境に期待を寄せられて転入学する児童生徒が多く在籍してい

る。そのため，学力の定着に差が見られ，自分を表現することや人間関係を築

くことに課題があり，自己肯定感が低い児童生徒が多い。 

＜授業＞ 

小学校では，児童が主体的に授業に進める授業形態の取組や異年齢での「教

える」「教わる」関わりを大切に取り組んでいる。 

中学校では，基礎的・基本的な学習内容を確実に定着させるために，具体物

を使ったり，個に応じた指導に取り組んだりしている。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
①「基礎的な知識・技能」②「課題発見・解決能力」③「コミュニケーション能力」  

めざす 

子ども像 

①  

＜小１～小４＞基礎的な知識・技能を身に付け，友達と共有し，自分なりの考えを表現すること

ができる。 

＜小５～中１＞基礎的な知識・技能を着実に身に付け，仲間や友達と共有し，自分なりの考えを

表現しながら，生活や他教科と関連付けて使うことができる。 

＜中２～中３＞基礎的・基本的な知識・技能を着実に獲得しながら，他者と協働し目的に応じた

解決策を導き出すことができる。 

② 

＜小１～小４＞学びたいことややってみたいことを見つけて，実際に活動したり考えたりする

ことができる。 

＜小５～中１＞自ら課題を発見し，見通しをもって解決方法や学習経計画を考えて，よりよい

方法で実行することができる。 

＜中２～中３＞物事を多面的に見たり，経験や知識を活用したりする中で，新たな課題を発見

し，よりよい 解決方法を選択することで，目的に応じた解決策を導き出すことができる。 

③ 

＜小１～小４＞目的や立場を理解して，他者と協力して活動することができる。 

＜小５～中１＞多様な他者と互いに考えを認め合いながら，協働することができる。 

＜中２～中３＞多様な他者と協働することで，新たな考えを創造し，適切かつ効果的な解決策

を導き出すことができる。 
   

研究 

テーマ 
個別最適な学びをめざした授業づくり 

～ 生活に根ざした学びのデザインを通して ～ 

内容等 
〇教科・学年の枠を超え，異学年集団での関わりを生かした学び（広瀬タイム） 
〇指導の個別化・学習の個性化をデザインした単元計画（各教科） 

○生活にリンクした言葉の理解と表現の仕方の習得【記号接地】 

めざす授業の姿 

○「なぜ，どうして？」「教えて！」「わかった，できた！」「もっとやりたい！」などの声のす 
る授業 
○課題に向けて解決への手だてや方法を選択したり，個々の理解度に合った学び方をデザイン
したりして，自分の考えを深めていく授業 

 

前年度学校運営協議会委員の意見 

いろいろな意見を出し合いながら，子

ども達がその子らしく伸び伸びと過ごせ

るよう見守っていきたい。 

学校側の困っていることを公開してく

だされば，地域・保護者から提言できる

ことがあると思うので，遠慮せず言って

もらいたい。 

 

ミッション 

９年間の多様な学習活動を通して，一人一人の成長を大切にし，「自立」と「共

生」ができる人材を育成する 

 
学校教育目標 

心豊かで 主体的に学び たくましく生きる子どもの育成 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

３ 

自分の課題解
決に向けて，
主体的に学
び，個々の学
力を定着させ
る。 

★ 
継

続 

①児童生徒に基
礎的・基本的技能
を活用させ，個々
の学力を伸ばす。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②特別支援教育
の視点を生かし
た授業づくりを
進める。 

○「指導の個別化」 

支援が必要な児童
生徒により重点的
な指導を行う。 

○「学習の個性化」 

児童生徒の興味・関
心等に応じ，一人一
人に応じた学習活
動を提供する。 

 

 

 

 

○視覚的支援・聴覚
的支援・体感的支
援・意欲的支援等を
効果的に取り入れ
る。 

○個別のサポート計
画全学年実施 

○児童生徒アンケー
ト 
「授業で考えること

は面白い」 
肯定的評価80％以上 
○教職員アンケート 

「学び合いのある場
面を授業に取り入れ
ている」 

肯定的評価80％以上 
 
〇教職員アンケート

「特別支援教育の視
点による誰もがわか
る授業を実践しよう

と工夫している」 
肯定的評価80%以上 

〇個別のサポート
計画全学年実施
100% 
〇児童生徒アンケ
ートより 
・「授業で考える
ことは面白い」（小
91.9%中 76%） 
〇教職員アンケー
トより 
・「学び合いのあ
る場面を授業に取
り入れている」（小
100%中 100%） 
 
〇教職員アンケー
トより 
「特別支援教育の視
点による誰もがわか
る授業を実践しよう
と工夫している」（小
100%中100%） 

３ ３ 

〇個別のサポート計
画の質の向上 

→「学びの伸び調査」
等の数値データを分
析・活用（小・中） 

→週 1 回の個別の
サポート会議を実施
（小） 

 
〇教科・単元の本質
的なねらいや面白

さ、及び、指導・支援
の仕方に重点を置い
た教材研究を実施

（小） 
 
〇単元づくりの質の

向上 
→「再テスト」の実
施、「学び直しの時

間」の充実 
→生徒同士で話し合
う活動（対話重視）、

口頭で説明したり記
述したりする活動を
行う。（中） 

〇個別のサポート
計画全学年実施
100% 
〇児童生徒アンケ
ートより 
・「授業で考える
ことは面白い」（小
93%中 86%） 
〇教職員アンケー
トより 
・「学び合いのあ
る場面を授業に取
り入れている」（小
100%中 100%） 
 
〇教職員アンケー
トより 
「特別支援教育の視点
による誰もがわかる授

業を実践しようと工夫
している」（小 100%
中88%） 

４ ４ ４ 

〇個別のサポート計画
の質の向上 

→個別のサポート会議
を全学年揃えて毎週
木曜日に実施（小） 

→一週間毎に一人一人
の児童の状況を振り
返り、次週の取組を

決定（小） 
→一人一人に合った
「書く」活動の取組

や支援等を検討、実
施。（小） 

〇単元づくりの質の向

上 
→個々の学習課題の把握

と学習し直す機会（中） 

→主体的（自己選択、個
別最適）、対話的（学
び合い、協働、話し合

い、関係性づくり）、
深い学び（自分なり
の答えを出せる問

い、自分の考えを説
明する、記述する表
現活動）（中） 

３ 

広瀬タイムを
通して，自己
選択・決定を
することがで
きる。 

★ 
継

続 

③広瀬タイムで，
課題解決に向け
て協働し，互いを
認め合いながら
学び，肯定的な評
価ができる。 
 
 
④小中合同の学
校行事等を充実
させる。 

〇広瀬タイムにお
いて，「地域」「自
分」「仲間」をテー
マとした課題発見・
解決学習を進める。 

 

 

 

○児童会生徒会活
動や行事において
児童生徒が主体的
に計画・活動を設定
し，取り組めるよう
サポートする。 

○児童生徒アンケー
ト「自分の考えは認め
られている」肯定的評
価90％以上 

 

 

 

 

○行事における児童
生徒満足度90％以上 

〇児童生徒アンケ
ート 
「自分の考えは認
められている」肯
定 的 評 価 （ 小
86.5％中 88％） 
 
 
 
〇行事における児
童生徒満足度（小
100％、中 94％） 

３ 3 

〇広瀬学園祭等に
おいて、地域・保護
者へ児童生徒の頑
張りを発信する。
また、児童生徒が
相互評価できる時
間を設定する。 

 

〇前年度の取組を
生かしながらも、
今年度の児童・生
徒の思いや願いを
実現できるように
柔軟な企画運営を
行う。 

〇児童生徒アンケ
ート 
「自分の考えは認
められている」肯
定 的 評 価 （ 小
86％、中 96％） 
 
 
〇行事における児童
生 徒 満 足 度 （ 小
98％、中 94％） 

４ ３ ３ 

〇振り返りの充実 
→行事のみならず、各
単元において、自己

及び仲間の頑張りを
評価し合う場面を設
定（小） 

 
〇小中合同の取組の整
理 

→３年間の実績を踏ま
え、各行事・広瀬太鼓・
委員会等の取組を再編

（小・中） 
全員が参加する委員
会活動を開始。学期レ

ク企画等、生徒の主体
的な活動に積極的に

福山市立広瀬学園小・中学校 
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取り組んでいく。（中） 

３ 

地域・保護者
から信頼され
る学校教育を
推進する。 

★ 
継

続 

⑤地域，保護者へ
積極的に学校情
報を発信する。 

〇様々な機会を通
して地域・保護者へ
の情報発信（各種便
り・ＨＰ等）を積極
的に行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○コミュニティス
クールを活用し，学
校教育活動を協働
して行う。 

〇保護者学校満足度 

85％以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教職員アンケート 

「地域人材を活用し
て教育活動を行った」
肯定的評価80%以上 

〇保護者アンケー
トより 
「広瀬学園の学校
教育活動全般に満
足している。」 
（ 小 91.7% 中
81.5％） 
「広瀬学園の教育
方針や教育活動、
児童・生徒の様子
は、通信やホーム
ページ等によっ
て、知ることがで
きている」（小
100%中88.9%） 
〇教職員アンケー
トより 
「地域人材を活用
して教育活動を行
った」（小 100%
中 100％） 

３ ３ 

〇学校通信・学級
通信等をデータ化
し、ペーパーレス
での情報発信を進
める。 

 

 

 

 

〇広瀬タイムや各
教科学習におい
て、広瀬地域の良
さや特色を知ると
ともに、地域と協
働した取組を進め
る。 

〇保護者アンケー
トより 
「広瀬学園の学校
教育活動全般に満
足している。」 
（ 小 100% 中
86％） 
「広瀬学園の教育
方針や教育活動、
児童・生徒の様子
は、通信やホーム
ページ等によっ
て、知ることがで
きている」（小
100%中 91%） 
〇教職員アンケー
トより 
「地域人材を活用し

て教育活動を行っ
た」（小 100%中
63％） 

４ ４ ４ 

〇個別のサポート
計画において、児
童の状況を毎週伝
達するバージョン
も導入していく。
（小） 
〇個別のサポート
計画の充実と、そ
の内容について保
護者と連携・対話
する。（中） 
〇HPの充実と、連
絡メール「すぐー
る」の効果的な活
用を図る。 
〇とんど等の地域行
事へ児童が参加す
るとともに、広瀬
学園祭、サンクス
フェスタ等の学校
行事へ地域の方を
招待する。 

３ 

働き方改革の
意義を理解
し，自ら実践
することがで
きる。 

★ 
継

続 

⑥業務内容を精
選しながら質を
高め，年間を通し
て計画的に業務
を遂行する力を
付ける。 
 
 
⑦資質向上のた
めの研修を計画
し，自己研鑽を積
む。 

○定時退校日を厳
守するとともに，見
通しをもった業務
管理を進める。 

 

 

 

 

○校内研修・校外研
修（市教研・県教研・
先進校視察）を自己
研鑽の場とする。 

○時間外勤務時間，月 
45時間を超える職員 
ゼロ 

○教職員アンケート 
「仕事に意義とやり
がいを感じている」 

肯定的評価90%以上 
 
○教職員アンケート

「研修により，新しい
発見や取組を見直す
ことがある」 

肯定的評価90%以上 

〇時間外勤務時
間，月 45 時間を
超える職員（小 0
名 中 3 名） 
〇「仕事に意義と
やりがいを感じて
いる」（小 75％中
100％） 
 
〇「研修により，新
しい発見や取組を
見直すことがあ
る」（小 100％中
100％） 

３ ３ 

〇協働と分業の整
理を行い、効率的
に業務を遂行す
る。 
〇職員マイプロの
推進を図るととも
に、子どもの姿や
声をタイムリーに
まとめ、子どもの
成長を実感できる
ようにする。 
〇子どもを主語と
した対話と、学力
調査分析をもとに
した授業改善を中
心とした職員研
修、先進校視察を
進める。 

〇時間外勤務時間、月
45 時間を超える職員
（小１名 中1名） 

 
〇「仕事に意義とやり
がいを感じている」（小

43％ 中100％） 
 
 

 
〇「研修により、新しい
発見や取組を見直すこ

とがある」（小 86％ 
中100％） 

3 3 3 

〇次年度に向けて、小
中一貫の強みを生かし
た組織づくりを見直

し、分掌業務を適切に
担当し機能するように
する。 

〇教職員マイプロの更
なる充実と、教職員が
主体となって組織への

貢献とやりがいを生み
だすようにする。 
〇MTH 研修やプロジ

ェクトチームによるマ
ネジメントにより、研
修の充実を図る。 


